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抄　　録
　多民族・多文化国家である米国の大都市ニューヨークに設置されている日本語補習授業
校幼児部（幼稚部）担任の立場から，第二言語としての日本語教育，地域特性や環境特性
による日本文化の浸透の難しさ，異文化の中での日本の幼児教育について，事例を含めて
報告する。著者らはすでに前報告でニューヨーク補習授業校の概要と特色を紹介したが，
本稿では，補習授業校の子ども達の実際事例を紹介し，日本語・日本文化を第二言語・異
文化として育つ日系幼児の現状を分析するともに，異文化の中で日本語幼児教育を実践す
る上での目標と課題に論及する。
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Ⅰ　はじめに
　本稿は，前報告（注１）に引き続き，米国ニューヨーク市にある日本語補習授業校（以
後，補習校）に週 1 回土曜日に通学し，日本語で日本の教育を受けている日系幼児の教育
の現状と課題を事例とともに提示し，今後の幼児のための異文化教育のあり方について模
索するものである。
　補習校とは，日本以外の各国の現地校や国際学校（インターナショナルスクール）に通
学している日本人の子どもに対し，土曜日や放課後を利用して年間 35 日以上，日本の幼
稚園保育内容の一部や小学校または中学校の教科内容の一部について日本語で授業を行
う教育施設であり，高等部を併設するものもある。多くの補習校は年間授業数を 40 ～ 50
日程度に設定している。世界の 201 校の補習校のうち，幼児部を設置している学校は 116
校，そのうち幼児部から高等部までの一貫教育校は 46 校である。ニューヨークにある補
習校はその数少ない一貫教育校のうちの１校である（注２）。


